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＜病棟連絡事項＞
特に無し。

＜入室状況＞
【転出】
・竹林　忠志様～北病棟401号室へ転出となる。
・中山　真由美様～西病棟Bユニット24号室へ転出となる。
・鈴木　知子様～西病棟Bユニット24号室へ転出となる。

【部屋移動】
・松橋　文彦様～東B2号室→東D20号室
・立花　圭様～東A13号室→東B2号室

＜患者様連絡事項＞
・下山　孝一様～臨時薬同内容で14日分処方。

・板橋　ちよ様～MT挿入し明日より経管栄養開始となる。また、定期薬処方同内容で処方継続。

・竹林　忠志様～臨時薬同内容で7日分処方。

・上関　孝三様～ロナセンテープ7日分処方。

・滝川　武夫様～MT自己抜去あり。経口摂取可能だった為食事進めてみるよう指示あり。昼食よりハーフ食（粥、キザミ）開始となる。

・芦口　道則様～臨時薬カルバマゼピン（100）3T増薬し他同内容で7日分処方。

・立花　圭様～臨時薬オランザピン（20）→（15）、ロドピン（50）→（25）へ減量となり他同内容で7日分処方。

・袴田　将志様～臨時薬同内容で7日分処方。

・高柳　和子様～臨時薬同内容で7日分処方。

・青木　昭弘様～臨時薬同内容で7日分処方。

・丹内　栄子様～臨時薬同内容で7日分処方。

・若沢　理子様～臨時薬アトモキセチン中止しアリピプラゾール（12）→（18）へ増量となり他同内容で7日分処方。

・能登谷　秀昭様～臨時薬アリナミン中止しバルサルタン（40）1T増薬となり他同内容で7日分処方。

・松橋　文彦様～当院処方の持参薬が処方切れの為同内容にて2日分処方。


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放中の迷惑行為頻回である為、時間早めて開放観察終了。室内では奇声・自傷行為・不潔行動無く経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _GoBack]・芦口　道則様～終日隔離中。洗面時他者と話し自室へ戻らない為声掛けすると易怒的となり大声やシェーバーを投げ捨てる行為あり。自室へ誘導し施錠するとドア蹴り聞かれている。時間経過にてドア蹴りは減少。以後も環境への不満聞かれているが粗暴性は無い。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。6:00～18:00開放観察実施。ホールにて他患者様と交流し静穏に過ごされていたが昼食後、他患者様の　ドア蹴り・大声に反応し奇声をあげたり自分の手を噛む自傷行為有り。不穏・興奮著明のため12：35時間を早めて身体拘束を開始している。拘束後は次第に落ち着き奇声をあげる事無く臥床して過ごされている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・板橋　ちよ様～食事摂取量の低下にて、馬渡Dr指示より経鼻経管栄養チューブ挿入となる。12Fr　50㎝固定し、看護師2名で気泡音確認。挿入後はチューブ弄り、嘔気・嘔吐等の不快感無く経過。夕より経鼻経管栄養開始となる。

・下山　孝一様～腹痛訴えないも、腹部圧痛・グル音著明に聞かれている。下痢は持続しており不消化便～粘液便が潜血混じりに排泄されている。


